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奈良の魅力向上が加速！
　花咲く未来へ 
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特集

　
奈
良
県
に
は
、世
界
に
誇
る
歴
史
文
化
遺
産
、豊
か
な
自
然
や
景
観
、

大
都
市
近
郊
な
ら
で
は
の
利
便
性
な
ど
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。一

方
で
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
し
に
く
さ
、道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
遅
れ
と
い
っ
た
早
急
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
と
も
に
、「
私
立
高
校
の
授
業

料
の
実
質
無
償
化
」や「
保
育
士
の
処
遇
改
善
」、さ
ら
に
は「
な
ら
の
道

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
規
事
業
に
取
り

組
み
、県
民
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
、そ

ん
な
県
づ
く
り
の
種
ま
き
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
い
た
種
が
花
を
咲
か
せ
、実
を
つ
け
る
に
は
長
い
年
月
が
必
要
で

す
が
、奈
良
県
の
も
つ
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、県
民
の
皆
さ
ん

が
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
奈
良
県
に
す
る
た
め
に
取
り
組
み

を
加
速
化
さ
せ
ま
す
。

飛躍の芽吹きが
未来を創る

1
安
心
・
安
全
な
明
日
へ

2
こ
ど
も
・
若
者
が
輝
く
明
日
へ

3
豊
か
な
経
済
を
実
感
で
き
る
明
日
へ

奈
良
の
魅
力
向
上
が
加
速
！

花
咲
く
未
来
へ

令
和
７
年
度
予
算

行財政改革で限りある予算や人員を県の発展に集中

財政の健全性を維持継続事業の見直し
事業効果の高い施策への重点化を図る
ため、既存事業を見直し　

交付税措置のない県債残高と県税収入額
との比率は２.６倍と昨年度より改善

令和7年2月25日に県議会に提案した令和7年度当初予算案を基に作成しています

１４８事業　
　効果額 ▲２１億８,３００万円

❶事業の廃止
　４３事業（▲２億５,７００万円）

❷事業の見直し
　６５事業（▲１１億８,２００万円）

❸事業の完了など　
　４０事業（▲７億４,４００万円）　　

交付税措置のない県債残高と県税収入額の推移
（R5までは決算額、R6は２月補正予算案（開会日提出分）後、R7は当初予算案）

※R6およびR7の県税収入額には定額減税減収補てん特例交付金を含む。

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（億円）

3.4倍 3.4倍 3.1倍 3.1倍 3.0倍 3.0倍 2.8倍 2.7倍 2.6倍 2.7倍 2.6倍

3,959

1,165 1,155

3,873 3,774

1,210

3,676

1,200

3,605

1,208

3,577

1,212

3,541

1,273

3,446

1,258

3,355

1,278

3,378 3,456

1,272
※

1,329
※

交付税措置のない県債残高
県税収入額

交
付
税
未
措
置
額
／
県
税
収
入
額

令和７年度予算額  ５,６３７億円
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特集 

1
安
心
・
安
全
な
明
日
へ

南部中核拠点先行整備（イメージ）

建設予定地（斑鳩町）

倒壊ビル救出訓練の様子

県
民
の
命
と
財
産
を

　
　

  

守
る
た
め
の
防
災
力
強
化

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
整
備　

高
齢
者
に
や
さ
し
い
県
づ
く
り

■
大
規
模
災
害
発
生
時
の
応

急
対
策
強
化
の
た
め
、広
域

防
災
拠
点
な
ど
を
活
用
し

た
受
援
体
制
の
検
討
や
、五

條
県
有
地
に
お
け
る
南
部

中
核
拠
点
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

■
日
本
一
災
害
に
強
い
奈
良
県
を
目
指
し
、「
奈
良
県
地
域

防
災
計
画
」に
基
づ
き
、自
助
・
共
助
の
推
進
や
防
災
活

動
体
制
の
整
備
・
充
実
、自
主
防
犯
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
令
和
13
年
度
中
の
開
院
に
向
け
、用
地
取
得
の
た
め
の

調
査
や
設
計
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

発
達
障
害
児（
者
）の
支
援
強
化

■「
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
相
談
員
・
地
域
支

援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
当
事
者
と
そ
の
家
族
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

■「
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」の
小
児
科

医
師
の
増
員
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、専
攻
医
を
継
続

し
て
受
け
入
れ
る
な
ど
発
達
障
害
の
診
断
を
行
う
医
師

の
確
保
・
育
成
を
行
い
ま
す
。

■
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

更
新
や
近
畿
府
県
合
同
防

災
訓
練
の
実
施
、五
條
県
有

地
へ
の
消
防
学
校
の
移
転
整

備
を
推
進
す
る
な
ど
、消
防

力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
市
町
村
に
先
進
的
な
介

護
予
防
の
事
例
紹
介
や

個
別
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、介
護
給
付
の
適

正
化
を
支
援
し
ま
す
。

■
介
護
人
材
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、事
業
所
が

行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

I
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、

外
国
人
材
の
活
用
も
進

め
ま
す
。

住民主体で行う「いきいき百歳体操」（大淀町）

県
立
病
院
機
構
の
経
営
改
革
の
支
援

■
県
立
病
院
機
構
の
経
営
を
安

定
化
さ
せ
る
た
め
、県
か
ら
長

期
貸
し
付
け
を
行
う
と
と
も

に
、早
期
の
黒
字
化
を
目
指
す

県
立
病
院
機
構
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

地理院タイルを加工して作成

三代川

JR法隆寺駅

県道大和高田斑鳩線

新西和医療センター
建設予定地
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特集 

2
こ
ど
も
・
若
者
が
輝
く
明
日
へ

こ
ど
も・子
育
て
施
策
の
推
進

私
立
高
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化

■
民
間
保
育
所
な
ど
に
勤
務
す
る
保
育
士
の
給
与
加
算
に

取
り
組
む
市
町
村
を
支
援
し
、保
育
士
の
処
遇
改
善
を
進

め
ま
す
。

■
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、誰
も
が
働
き
や
す
い
社
会
を

推
進
す
る
た
め
、県
内
企
業
、市
町
村
、教
育
現
場
の
ト
ッ

プ
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
な
ど
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
新
た
に
配
置

し
、市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

を
早
期
に
発
見
・
把
握
し
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。教
育
現

場
で
の
支
援
と
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
全
公
立

小
学
校
に
配
置
し
ま
す
。

■
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
構
築
し
、多

様
な
学
び
の
場
、居
場
所
の
確
保
に
よ
る
不
登
校
支
援
を

行
い
ま
す
。

■
学
校
事
故
、児
童
生
徒
の
権
利
擁
護
、学
校
な
ど
へ
の
過

剰
な
要
求
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

法
務
専
門
家
の
派
遣
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
就
労
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
利
用
料

助
成
を
行
う
市
町
村
を
支
援
し
ま
す
。

■
県
内
に
保
護
者
が
在
住
し
、こ
ど
も
が
県
内
の
高
等
学

校
な
ど
に
通
う
年
収
の
目
安
が
９
１
０
万
円
以
上
の
世

帯
に
つ
い
て
、「
扶
養
す
る
23
歳
未
満
の
子
が
３
人
以
上

の
世
帯
」か
ら「
扶
養
す
る
23
歳
未
満
の
子
が
２
人
以
上

の
世
帯
」に
支
援
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

不
妊
治
療
へ
の
支
援

■
妊
娠
を
望
む
す
べ
て
の
人
が
、積
極
的
に
治
療
に
取
り
組

め
る
よ
う
、不
妊
治
療
費
助
成
を
行
う
市
町
村
を
支
援
し

ま
す
。

■
不
妊
・
不
育
症
、妊
娠
・
出
産
な
ど
の
悩
み
な
ど
に
対
し
、

若
年
層
も
相
談
し
や
す
い
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
窓
口
を
設
置

し
、引
き
続
き
専
門
職
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■「
県
立
高
校
ト
イ
レ

ピ
ッ
カ
ピ
カ
５
カ
年

計
画
」に
基
づ
き
、全

て
の
県
立
高
校
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
・
乾
式

化
を
進
め
る
と
と
も

に
、熱
中
症
対
策
と

し
て
特
別
教
室
や
体

育
館
の
空
調
設
備
の

整
備
を
前
倒
し
で
進

め
ま
す
。

　

こ
ど
も
を
ま
ん
な
か
に
お
き
、社
会
全
体
で
子

育
て
を
支
援
す
る
あ
た
た
か
い
県
民
性
を
育
む
こ

と
を
目
指
し
、「
奈
良
県
こ
ど
も
ま
ん
な
か
未
来
戦

略
」に
基
づ
き
、こ
ど
も
・
子
育
て
施
策
を
総
合
的

に
推
進
し
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
を
支
え
る

　
　

  
  

学
校
現
場
の
環
境
改
善

整備後イメージ

（国）高等学校等就学支援金
（県）高等学校授業料軽減補助金

630,000※2

234,000

396,000 511,200

118,800 59,400

世帯年収※3

（円）

590 910 （万円）

多子世帯
（扶養する23歳未満の
  子が2人以上の世帯）

私立高等学校等※1（全日制・定時制）の支援イメージ※4

※1 私立高等学校・高等専門学校・私立専修学校(高等課程(3年制））
（通信制高校については、県内に設置された県認可校に限る）

※2 通信制は32万1,000円
※3 世帯年収は、両親の一方が働いていて、高校生１人、中学生１人の

サラリーマン世帯の場合の目安
※４ 支援イメージは令和６年度の国制度を基にして作成
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特集 

脱
炭
素
社
会
の
実
現

産
業
政
策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
２
０
２
５

■
２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た「
奈
良
県

脱
炭
素
戦
略
」に
基
づ
き
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を「
つ
く
る
」、

「
た
め
る
」、「
か
し
こ
く
つ
か
う
」と
い
う
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
の
取
り
組
み
と
、二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
な

る
森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
を
進
め
ま
す
。

■
水
素
の
利
活
用
を
視
野
に
入
れ
、水
素
製
造
拠
点
の
整
備

や
工
業
団
地
の
脱
炭
素
化
、小
水
力
発
電
の
整
備
促
進
な

ど
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。

■
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
市
町
村
へ
の
配
置
を
進
め
、放

置
さ
れ
た
森
林
の
間
伐
や
植
栽
な
ど
に
よ
る
再
整
備
や

県
産
材
の
利
用
促
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
人
材
確
保
難
や
人
手
不
足
に

対
し
、学
生
と
企
業
を
よ
り
深

く
強
く
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

は
じ
め
、定
年
後
の
キ
ャ
リ
ア

チ
ェ
ン
ジ
支
援
、移
住
促
進
施

策
の
一
層
の
強
化
、外
国
人
材

の
呼
び
込
み
・
定
着
促
進
な
ど

人
材
確
保
の
抜
本
的
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
不
足
す
る
産
業
用
地
の
確
保
を
進
め
る
た
め
、市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
企
業
立
地
の
要
件
を
緩
和
し
、手

続
き
を
合
理
化
し
ま
す
。

■
顧
客
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、企
業
と

の
関
係
構
築
や
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
海
外
展
開
や
事
業
承
継
へ
の
支
援
、奈
良
発
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
和
平
野
中
央
の
県
有
地
の
活
用

■
磯
城
郡
３
町
に
お
け
る
県
有
地
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

■
物
流
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
次
世
代
技
術
の
活
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、奈
良
県
独
自
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
企
業
認
証
制

度
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。　

イメージ イメージ イメージ

3
豊
か
な
経
済
を
実
感
で
き
る
明
日
へ

水電解

産業利活用

モビリティ

水素ボイラ

燃料電池

水素
ステーション

燃料電池バス・
燃料電池大型トラック

公共施設・
工業団地

余
剰
電
力
等

太陽光パネルなど
（再生可能エネルギー）

つくる ためる つかう

O O
H H

H H

水素製造・貯蔵・利活用のイメージ

●
こ
ど
も
を
中
心
に
多
様
な
交
流

が
生
ま
れ
る
ま
ち

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー

選
手
を
育
成
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
レ

ジ
デ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
の
誘
致
や

企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

川
西
町

●
次
世
代
を
担
う
学
生
×
企
業
の

ま
ち

学
生
寮
を
中
心
と
し
た
交
流
拠

点「
ヤ
ン
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
」構
想
の
推
進
や
企
業

誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

三
宅
町

●
交
通
安
全
・
安
心
の
ま
ち

新
し
い
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、仮
称
新

第
二
庁
舎
の
整
備
に
向
け
た
検

討
を
行
い
ま
す
。

田
原
本
町

〈
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
〉

高校生の企業訪問バスツアーの様子ドローンの実証実験の様子
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■
大
阪
・
関
西
万
博
を
契

機
に
奈
良
県
へ
の
海
外

か
ら
の
宿
泊
誘
客
を
一

層
促
進
す
る
た
め
、旅

行
予
約
サ
イ
ト
を
活
用

し
て
、奈
良
県
の
観
光

資
源
や
宿
泊
施
設
の
魅

力
、万
博
会
場
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど

を
発
信
し
ま
す
。

■
奈
良
を
深
く
知
り
、満
足
度
を
高
め
る
た
め
、観
光
ガ

イ
ド
な
ど
地
域
の
観
光
人
材
の
さ
ら
な
る
育
成
や
国

の
天
然
記
念
物「
奈
良
の
シ
カ
」の
保
護
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

■
令
和
８
年
放
送
開
始
予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

『
豊
臣
兄
弟
！
』を
契
機
に
、県
内
周
遊
を
促
進
す
る

と
と
も
に
県
内
観
光
事
業
者
な
ど
の
機
運
を
醸
成
す

る
た
め
、関
連
市
町
村
を
含
め
た
奈
良
県
全
体
の
誘

客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

南
部・東
部
地
域
の
振
興

再整備後イメージメインアリーナ（イメージ）

観
光
の
振
興

中
央
卸
売
市
場
の
再
整
備

■
令
和
13
年
の
奈
良
県
で

の
大
会
開
催
後
も
県
民

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
拠
点

と
な
る
、新
ア
リ
ー
ナ
や

県
立
橿
原
公
苑
各
施
設

の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、ア
ス
リ
ー
ト
や

指
導
者
の
さ
ら
な
る
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
令
和
８
年
の
登
録
に
向
け
て
、国
際
記
念
物
遺
跡
会
議（
イ

コ
モ
ス
）の
審
査
に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、認
知
度

の
向
上
や
登
録
に
向
け
た
機
運
醸
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
世
界
遺
産
登
録
後
を
見
据
え
、

受
入
環
境
の
充
実
や
説
明
力

の
強
化
な
ど
来
訪
者
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、奈
良
県

立
万
葉
文
化
館
内
に
世
界
遺

産
の
総
合
的
解
説
を
行
う
エ

リ
ア
を
設
置
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

飛鳥宮跡・飛鳥京跡苑池

「
飛
鳥・藤
原
の
宮
都
」の

　
　  

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会・

  

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
準
備

奥大和アウトドア・スポーツツーリズム
(イメージ)

■
産
官
学
連
携
に
よ
る
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、豊
か
な
自
然
環

境
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
普
及
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な
ど
を

進
め
、南
部
・
東
部
地
域
へ
の

誘
客
を
推
進
し
ま
す
。

■
南
部
・
東
部
地
域
の「
集
落
」の
実
態
調
査
を
行
い
、地
域

で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
の
施
策

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
や
大
学
生
と
地
元
事
業
者
を
つ

な
ぐ
就
業
支
援
を
行
う
な
ど
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
食
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る「
市
場
エ
リ
ア
」と
、

地
域
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る「
賑
わ
い
エ
リ
ア
」

を
一
体
的
に
整
備
す
る

方
針
の
も
と
、老
朽
化
が

著
し
い
施
設
を
建
て
替

え
、高
機
能
化
・
効
率
化

を
図
る「
市
場
エ
リ
ア
」

の
整
備
を
先
行
し
て
進

め
ま
す
。

賑わいエリア

市場エリア
賑わい
施設【 【

マルシェ、
フードホールなど

市場機能
 強化施設【 【
物流施設、
食品加工施設など

3
豊
か
な
経
済
を
実
感
で
き
る
明
日
へ

連携協定締結式の様子
『豊臣兄弟！』主人公・豊臣秀長役の
仲野太賀さんの表敬訪問の様子
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■
立
ち
後
れ
て
い
る
道
路
整
備
を
強
力
に
推
し
進
め
る
た
め
、用

地
交
渉
着
手
後
一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
も
の
は
土
地
収
用

制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、時
間
を
要
す
る
埋
蔵

文
化
財
調
査
は
資
機
材

の
充
実
な
ど
に
よ
り
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

■
地
元
自
治
会
な
ど
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
要
望
の
う

ち
、用
地
取
得
の
必
要

が
な
く
、規
模
が
小
さ

く
て
も
高
い
事
業
効
果

が
期
待
で
き
る
改
良
工

事
は
、土
木
事
務
所
長

の
裁
量
に
よ
り
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
工
事
着
手
し
、

概
ね
１
年
以
内
に
対
処

す
る「
ワ
ン
レ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
ま
す
。

道
路
整
備
の
加
速
化
　

■
快
適
な
道
路
空
間
の
提
供
を
目
指
し
、

集
中
的
な
維
持
修
繕
を
行
う
、「
な
ら

の
道
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

大
型
車
交
通
量
の
多
い
路
線
に
加
え
、

令
和
7
年
度
か
ら
自
動
車
交
通
量
の

多
い
路
線
ま
で
対
象
を
拡
充
し
実
施

し
ま
す
。

　

山
間
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、市
町
村
と

連
携
し
な
が
ら
、通
行
に
支
障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
な
ど
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　

京
奈
和
自
動
車
道
の
早
期
全
線
整
備
を
実
現
す
る
た

め
、令
和
６
年
11
月
29
日
、東
京
で
国
会
議
員
、国
土
交

通
省
、西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、関
係
首
長
な
ど
、

多
く
の
方
に
参
集
い
た
だ
き
、京
都
府
・
和
歌
山
県
と
と

も
に
17
年
ぶ
り
に
決
起
大
会
を
開
催
し
、機
運
を
高
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、国
土
交
通
省
、財
務
省
に
対
し
要
望
活
動
を
実

施
し
、早
期
全
線
整
備
に
向
け
た
、工
事
の
推
進
や
予
算

確
保
な
ど
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
、東
京
で
決
起
大
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、国
土
交
通
省
、財
務
省
な
ど
に
京
奈

和
自
動
車
道
の
早
期
全
線
整
備
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

京
奈
和
自
動
車
道
の

　
　
早
期
全
線
整
備
に
向
け
た

　
　
　
　
決
起
大
会・要
望
活
動

■
万
博
会
場
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ア
リ
ー
ナ
で
、県
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
祭
り
の

披
露
や
奈
良
酒
の
イ
ベ
ン
ト
、関
西
パ
ビ
リ
オ

ン
で
の
全
市
町
村
に
よ
る
P
R
ブ
ー
ス
な
ど

を
展
開
し
、国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

■
万
博
の
経
済
効
果
が
県

内
全
域
に
波
及
す
る
よ

う
に
、民
間
事
業
者
や
県

内
市
町
村
な
ど
と
連
携

し
、ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
の

展
開
や
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、大
阪
と
奈
良
を
結

ぶ
デ
ジ
タ
ル
周
遊
パ
ス

「
大
阪
・
奈
良
楽
遊
パ
ス
」、

観
光
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス

「
な
ら
い
こ
」の
利
用
促
進

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
阪・関
西
万
博
を
契
機
と
し
た

　
　
　  

   

奈
良
県
の
魅
力
発
信EXPOアリーナ（Matsuri）イメージ。提供（公社）2025年日本国際博覧会協会

大阪・関西万博会期：4月13日～10月13日
ＥＸＰＯアリーナでの奈良県催事期間：5月27日～29日

県
庁
を
支
え
る
人
材
の
確
保

■
県
庁
の
働
き
方
・
職
場
環
境
の
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、受
験
者
に
と
っ
て
間
口
の
広
い
職
員
採
用
試
験
と

す
る
た
め
、従
来
型
の
公
務
員
試
験
を
Ｓ
Ｐ
I
型
の
試
験

に
見
直
す
ほ
か
、動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、採
用

情
報
の
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

決起大会での要望書手交

３
つ
の
芽
吹
き
を
実
ら
せ
る
た
め
に

舗装修繕の実施状況（中和幹線（桜井市））

〈仮称〉橿原JCT（大阪方面接続ランプ）【令和8年春供用】

ワンレスプロジェクトのイメージ

●擁壁設置で歩行者が安全に通行

●水路の蓋かけで歩行者が安全に通行
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は
じ
め
て
の

日
本
に
現
存
す
る

最
古
の
和
歌
集
「
万
葉
集
」
を

わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す

vol.
132

◆
万
葉
集
を
よ
む
無
料

「
秋
の
雑
歌（
1
）」

（
巻
8・1
5
1
1
〜
1
5
1
7
番
歌
）

﹇
講
師
﹈井
上
さ
や
か

（
当
館
企
画・研
究
係
長
）

﹇
定
員
﹈1
5
0
人（
先
着・申
込
不
要
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴（
定
員
な
し
）は

　

要
申
込

ぞ
う  

か

4
月
23
日（
水
）15
時
40
分
〜

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
要
観
覧
券

﹇
講
師
﹈当
館
学
芸
員

﹇
会
場
﹈日
本
画
展
示
室

◆
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉
春

4
月
23
日（
水
）〜
6
月
8
日（
日
）

詳
し
く
は
当
館
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
都
の
造
営
を
詠
ん
だ
二
首
で
す
。当
時
の

人
々
に
と
っ
て
、都
の
造
営
は
神
の
仕
業
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。天
皇
を
現
人
神
と
す
る
思

想
の
高
ま
り
で
す
。

　
題
詞
は
、両
歌
が
壬
申
の
乱（
天
武
元（
六

七
二
）年
）平
定
後
の
も
の
と
記
し
ま
す
。

よ
っ
て
、飛
鳥
浄
御
原
宮（
天
武
元
年
に
造

営
、朱
鳥
元（
六
八
六
）年
に
宮
号
を
定
め
る
）

以
後
の
宮
都
を
詠
ん
だ
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
上
記
二
首
の
都
は
い
つ
の
も
の
で
し
ょ
う

か
。飛
鳥
浄
御
原
宮
周
辺
は
、宮
や
寺
が
建

ち
並
び
、赤
駒
の
腹
ば
う
田
や
水
鳥
の
集
ま

る
沼
が
広
が
っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
状
況

で
す
。ま
た
、歌
が
記
録
さ
れ
た
天
平
勝
宝
四

（
七
五
二
）年
の
漢
字
原
文
に
、「
京
師
」「
皇

都
」（
読
み
下
し
の「
都
」に
該
当
）と
あ
り
、

大
規
模
造
営
が
想
起
さ
れ
ま
す
。

　
飛
鳥
浄
御
原
宮
は
、後
飛
鳥
岡
本
宮
を
受

け
継
い
だ
も
の
で
、そ
の
後
に
大
規
模
な
改

修
・
造
営
の
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。歌
の
情
景

が
実
景
な
ら
ば
、壬
申
の
乱
後
で
あ
る
こ
と
・

飛
鳥
浄
御
原
宮
で
な
い
こ
と
か
ら
、藤
原
京

造
営
の
歌
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
作
者
大
伴
卿
の
肩
書
を
左
注
は「
大
将
軍

贈
右
大
臣
」と
し
ま
す
。大
伴
氏
の
贈
右
大
臣

は
、死
後
に
右
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
御
行
を

指
し
ま
す
。た
だ
し
、御
行
は
壬
申
の
乱
で
功

績
が
あ
り
ま
し
た
が
、大
将
軍
任
命
の
記
録

が
あ
り
ま
せ
ん
。大
伴
氏
の
有
力
者
で
は
、吹

負
が
将
軍
、旅
人
が
征
隼
人
持
節
大
将
軍
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、贈
右
大
臣
の
記
録
は

あ
り
ま
せ
ん
。贈
右
大
臣
を
重
視
し
、大
将
軍

に
つ
い
て
軍
事
氏
族
大
伴
氏
を
束
ね
た
立
場

と
解
す
る
な
ら
、大
伴
卿
は
御
行
と
す
る
の

が
有
力
で
す
。壬
申
の
乱
で
活
躍
し
、そ
の
後

の
藤
原
京
造
都
ま
で
見
届
け
た
の
で
し
ょ
う
。

（
本
文
　
万
葉
文
化
館
　
中
本
和
）

都
の
造
営

し
わ
ざ

あ
ら
ひ
と
が
み

あ
す
か

し
ゅ
ち
ょ
う

き
よ
み
は
ら
の
み
や

てん
ぴょ
う
しょ
う
ほ
う

み  

ゆ
き

ふ

け
い

た
び
と

せ
い
は
や
と  

じ
せ
つ

の
ち
の
あ
す
か
お
か
も
と
の
み
や

天
皇
は
神
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

水
鳥
が
鳴
き
騒
ぐ
沼
を
都
と
し
て
し
ま

わ
れ
た
。

訳

作
者
未
詳
　
巻
十
九（
四
二
六
一
番
歌
）

大
君
は
　
神
に
し
坐
せ
ば
　

水
鳥
の
　
す
だ
く
水
沼
を
　
都
と
な
し
つ

み

ぬ
ま

み
や
こ

ま

み
づ

と
り

天
皇
は
神
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

赤
駒
が
腹
ば
う
田
を
都
と
し
て
し
ま

わ
れ
た
。

訳

大
伴
卿
　
巻
十
九（
四
二
六
〇
番
歌
）

大
君
は
　
神
に
し
坐
せ
ば
　

赤
駒
の
　
匍
匐
ふ
田
井
を
　
都
と
な
し
つ

は
ら
ば

み
や
こ

た

ゐ

お
ほ
き
み

ま

あ
か
ご
ま

万
葉
文
化
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

お
ほ
き
み

開
催
中
〜
5
月
6
日（
振
休
）

◆
特
別
展
花
と
緑
に
魅
せ
ら
れ
て

ー
佐
藤
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
ー

大
阪
の
鶴
見
緑
地
で
開

催
さ
れ
た「
国
際
花
と
緑

の
博
覧
会
」（
花
博
）の

際
、日
本
画
家
50
名
が

「
花
と
緑
」を
テ
ー
マ
に
作

品
を
描
き
ま
し
た
。本
展

で
は
、佐
藤
美
術
館
が
所

蔵
す
る
関
連
作
品
と
と

も
に
当
館
所
蔵
の
万
葉

日
本
画
を
展
示
し
ま
す
。

片岡球子《富士に献花》
佐藤美術館蔵

田渕俊夫《緑詩》
佐藤美術館蔵

※
令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
、観
覧
料
の
減
免（
割
引
）

制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

※
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
の
割
引
は
３
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。そ
の
他
割
引
な
ど
、詳
し
く

は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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奈
良
盆
地
の
南
部
、橿
原
市
に
あ
る
大

和
三
山
。東
の
香
具
山
、西
の
畝
傍
山
、北
の

耳
成
山
。い
ず
れ
も
標
高
二
０
０ｍ
に
満
た

な
い
低
い
山
だ
が
、ほ
ぼ
三
角
形
に
浮
島
の

ご
と
く
点
在
す
る
。こ
の
神
の
悪
戯
か
と
思

わ
れ
る
配
置
の
妙
と
、緑
濃
い
秀
麗
な
山
容

が
古
く
か
ら
多
く
の
ロマ
ン
を
生
ん
で
き
た
。

＊　
　
＊　
　
＊

　
『
万
葉
集
』の
、有
名
な
大
和
三
山
の
歌
。

　

香
具
山
は　

畝
傍
を
を
し
と　

耳
成
と

相
争
ひ
き　
神
代
よ
り　
か
く
に
あ
る
ら
し

古
へ
も　
然
に
あ
れ
こ
そ　
う
つ
せ
み
も
妻

を
争
ふ
ら
し
き（
巻
一
・
一
三
）

　

作
者
は
、中
大
兄
皇
子
、の
ち
の
天
智
天

皇
。弟
の
の
ち
の
天
武
天
皇
と
、美
貌
の
歌

人
、額
田
王
を
争
っ
た
逸
話
も
重
な
り
永

遠
の
ロ
マ
ン
を
誘
う
歌
と
な
っ
て
い
る
。

＊　
　
＊　
　
＊

　

こ
う
し
た
物
語
に
想
を
得
た
の
が
能

『
三
山
』。能
で
は
香
具
山
が
男
性
、畝
傍

山
、耳
成
山
が
女
性
と
い
う
設
定
。

　

香
具
山
の
里
に
住
む
膳
公
成
は
、
は
じ

め
耳
成
山
の
里
に
住
む
桂
子
と
、
畝
傍
山

の
桜
子
の
も
と
に
通
う
が
、
や
が
て
若
い
桜

子
に
心
が
移
り
、年
上
の
桂
子
は
、悲
し
み

の
余
り
耳
成
の
池
に
入
水
し
た
。

　
さ
て
、
お
話
は
融
通
念
仏
宗
の
布
教
の

た
め
京
都
か
ら
大
和
へ
来
た
良
忍
上
人
の

登
場
か
ら
始
ま
る
。時
は
ま
さ
に
春
。

　

耳
成
山
の
麓
ま
で
来
る
と
、桂
子（
実
は

亡
霊
）が
現
れ
、こ
れ
ま
で
の
三
人
の
愛
憎

の
物
語
と
、愛
を
失
っ
た
自
ら
の
身
の
上
を

語
る
。そ
の
う
ち
、桜
子（
亡
霊
）も
現
れ
、

桂
子
の
嫉
妬
に
苦
し
め
ら
れ
た
恨
み
を
語

り
、二
人
は
狂
乱
の
さ
ま
と
な
っ
て
、や
が
て

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ（
挿
絵
参
照
）。

　

若
い
桜
子
は
華
や
い
だ
装
束
、手
に
桜
の

枝
を
持
ち
、年
上
の
桂
子
は
や
や
渋
い
装

束
、手
に
桂
の
枝
を
持
っ
て
い
る
。

　

二
人
は
、片
袖
を
脱
ぎ
、桜
と
桂
の
枝
で

打
ち
合
う
。と
は
い
え
、そ
こ
は
お
能
、憎
悪

の
生
々
し
さ
や
激
し
さ
は
な
く
、華
や
か
な

衣
装
と
二
本
の
枝
が
優
雅
に
宙
を
舞
い
、

舞
台
は
華
や
か
さ
に
包
ま
れ
る
。や
が
て
、

二
人
の
恨
み
も
晴
れ
、良
忍
上
人
に
供
養

を
願
っ
て
夜
明
け
と
と
も
に
姿
を
消
す
。

＊　
　
＊　
　
＊

　
大
和
三
山
は
、今
、ど
れ
も
登
山
が
可
能
。

山
頂
へ
続
く
道
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。樹
々

に
覆
わ
れ
た
静
寂
の
道
は
、か
つ
て
桂
子
、桜

子
が
さ
ま
よ
っ
た
涙
の
道
か
も
し
れ
な
い
。

大
和
三
山
に
吹
く
春
の
心
地
よ
い
風
は
、昔

も
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　
今
回
の
お
は
な
し
の
舞
台「
大
和
三
山
」が
そ
び

え
る
橿
原
市
。世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る

「
藤
原
宮
跡
」は
じ
め
、中
世
の
町
並
み
が
残
る「
今

井
町
」、第
一
代
神
武
天
皇
を
祭
る「
橿
原
神
宮
」な

ど
、魅
力
あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
か
ら
は
格
闘
ゲ
ー
ム「
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ

イ
タ
ー
」シ
リ
ー
ズ
と
コ
ラ
ボ
し
た「
S
T
R
E
E
T

F
I
G
H
T
E
R
×
K
A
S
H
I
H
A
R
A

観
光

周
遊
ア
プ
リ
」を
無
料
配
信
。ゲ
ー
ム
感
覚
で
名
所
散

策
が
楽
し
め
ま
す
。ま
た
市

内
16
飲
食
店
が「
か
し
は
ら

H
i
!
チ
ー
ズ
グ
ル
メ
」と

し
て
古
代
の
チ
ー
ズ「
蘇
」に

ち
な
ん
だ
チ
ー
ズ
グ
ル
メ
を

開
発
。大
和
三
山
へ
の
ハ
イ
キ

ン
グ
や
周
遊
観
光
の
お
供
に

ぴ
っ
た
り
の
カ
ッ
プ
入
り
メ

ニ
ュ
ー
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

物語の場所、橿原市を周遊しよう

大
和
三
山
、
愛
を
争
う

文
と
絵
・
山
崎
し
げ
子

み
つ
や
ま

さ
く
ら
こ

か
つ
ら
こ

い
た
ず
ら

し
ゅ
う
れ
い

い
に
し

し
か

か
し
わ
で
の
き
ん
な
り

り
ょ
う
に
ん

第
87話

かしはら
観光情報
Instagram

STREET
FIGHTER ×
KASHIHARA
観光周遊アプリ

ゲ
ー
ム
感
覚
で
名
所
を
巡
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ー
ズ
グ
ル
メ
も
堪
能

165

166 畝傍駅

24

大和
八木駅

八木
西口駅

165

耳成駅

畝傍
御陵前駅

g（一社）橿原市観光協会  ☎0744‐20‐1123
（観光周遊アプリ・かしはらHi！チーズグルメ）
橿原市観光政策課  ☎0744‐21‐1115

そ

春の耳成山
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奈良とのつながり

これまでの主な交流

ベルン州はこんな所
スイス連邦の北西部に位置するベルン州は、州都ベルン市がスイスの首
都で政治の中心です。また、スイスでは、複数の言語が公用語とされてい
ますが、ベルン州ではドイツ語が主に用いられています。
ベルン州では、12世紀から続く町並み
が残るベルン旧市街や、名峰ユングフラ
ウヨッホやアイガー、メンヒで構成され
るオーバーラント三山が世界遺産に登
録され、毎年多くの観光客が訪れます。
このほか、時計や電気通信、医療技術な
どの産業分野も発達しています。

4県国際課　☎0742‐27‐5821

奈良県とベルン州は、アジアとヨーロッパ
の文化の違いや、政治・行政の仕組みな
ど異なる部分がある一方、ともに古都
で、複数の世界遺産を有する観光地であ
ることや、森林が多いことなど、共通する
部分もあります。また、ベルン州で進めら
れている優れた森林管理に関する取り
組みなど、学ぶべきことも多いことから、
友好提携を締結しました。

ベルン州にあるリース林業教育センターと協定を結び、同センターの実習生を受け
入れてきたほか、同センターを参考にした奈良県フォレスターアカデミーを令和3年
4月に吉野町に開校しました。同校では、毎年、スイス
の森林管制制度などを学ぶため、ベルン州での海外
研修を実施しています。また、大学生などを現地へ派
遣し、現地学生との交流なども進めてきたほか、県内
ではスイスセミナーなども開催してきました。

結ぶ友好の絆  広がる未
来

奈良は、古代よりシルクロードを通して中国大陸や韓半島、遠くは中央アジアなどと交流があり、国際性豊かな歴史
を誇ります。県では、こうしたつながりを活かし、中国、韓国、スイス、ウズベキスタン、ベトナムの５つの地方政府と
友好提携を結ぶなど、さまざまな国際交流事業を展開し、青少年を中心とした国際感覚の養成や、インバウンド･
外国人材の受け入れなど地域の活性化に取り組んでいます。
今回は、第３回目として、平成27（2015）年4月に友好提携を結んだ、スイス・ベルン州との交流をご紹介します。

写真提供：
スイス政府観光局

vol.3 スイス  ベルン州
平成27（2015）年4月締結

日本

奈良県

スイス

ベルン州

写真提供：スイス政府観光局
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めざせ！
健康寿命日本一！

奈良養生訓

vol.
175

身体活動・運動量の多い人は、少ない人と比べると循環器疾患や
がんなどの発症リスクが低いことが知られています。県では、手軽に、
無理なく運動習慣が身に付くよう、おでかけ健康法を推奨しています。

「おでかけ」しながら、病気予防を目指す健康法です。
歩数だけでなく、中強度（うっすら汗ばむ程度の速歩きなど）の
歩行時間を含むことが重要です。

※「おでかけ健康法」は青栁研究（群馬県中之条町研究）の考え方
　に基づいています。

予防できる病気など 歩数 うち中強度の
歩行時間

寝たきり
うつ病
認知症・要介護
動脈硬化・骨粗しょう症
高血圧症・糖尿病・脂質異常症

❶
❷
❸
❹
❺

0分
5分
7.5分
15分
20分

2,000歩
4,000歩
5,000歩
7,000歩
8,000歩

出典：令和5年度なら健康長寿基礎調査

夏を迎える前から
熱中症予防をしよう

熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラート
発表時は外出を控えましょう!
●「熱中症警戒アラート」・「熱中症特別警戒ア
ラート」については、環境省「熱中症予防情
報サイト」をご確認ください。

4県健康推進課　☎０７４２‐２７‐8662　60742‐22‐5510

県民の皆さんが健康的な生活
習慣を身につけ実践､継続で
きるよう10種類のラップ動画
を作成しました。右記二次元
コードからご覧いただけます。

暑さを避けてください!
●外出時はなるべく日陰を歩き、日傘をさ
したり、帽子をかぶりましょう。
●日陰など涼しい場所、施設を利用しま
しょう。

エアコンなどで
空調管理をしましょう!
●室内では昼夜を問わず、エアコ
ンなどで室温を調整しましょう。
●風が通るように換気することも有効です。

日頃から体調管理をしましょう!
●適度な運動、栄養バランスの良い食事
で体力・免疫力を高めましょう。
●春先からは暑熱順化（暑さ慣れ）を心が
けましょう。

春は急な気温上昇で熱中症になる危険があります。
室内でも屋外でも、喉の渇きを感じる前に、こまめに
水分補給をしましょう。

いつも以上に、
こまめな水分補給をしましょう!
●喉の渇きを感じていなくても、こまめに
水分補給をしましょう。
●大量の汗をかいた時は、塩分補給も忘れずに。

お知らせ

おでかけ健康法とは

特に30歳代から50歳代の働き盛り世代の方は
運動している人が少ない傾向にあります。
まずは通勤や買い物など、日常の歩行に
「おでかけ健康法」を取り入れてみましょう。

身体活動・運動量の多い人は、少ない人と比べると循環器疾患や

速歩き 健康にで !!
おでかけ健康法
おでかけ健康法おでかけ健康法

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

49.9％
48.5％
45.7％

42.2％
37.0％

44.4％
39.2％
38.6％
40.0％
45.0％

50.9％
52.3％
54.1％
57.1％
60.1％
62.8％

58.1％
57.8％

54.9％

28.1％

男性 女性

働き盛り世代で
運動している
人が少ない!

１日３０分以上の運動・スポーツを
週２日以上している人の割合

１日の「歩数」・「中強度の歩行」と
病気予防の関係
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155

155 15

石舞台古墳

飛鳥宮跡

橘寺

石舞台
（バス）

飛
鳥
川

vol.
18

1明日香村島庄
0近鉄橿原神宮前駅東口または
飛鳥駅より奈良交通バス「石舞 
台」下車 東へ200m

4県世界遺産室
☎0742‐27‐2054 6０７４２‐２7‐5386

元々あった墳丘を失い、露出した石室

世界遺産
「飛鳥・藤原」
登録推進協議会
公式サイト

石舞台古墳（西上空から撮影）

石
舞
台
古
墳
は
、飛
鳥
時
代
の
有
力
豪
族
で
あ
っ
た
蘇
我
馬
子（
6
2
6
年
没
）の

墓
で
あ
る
こ
と
が
有
力
視
さ
れ
ま
す
。一
辺
約
50ｍ
の
方
墳
で
、約
5.5ｍ
の
飛
鳥
石

を
積
み
あ
げ
て
で
き
た
石
室
の
全
長
は
約
19ｍ
と
、国
内
最
大
級
を
誇
り
ま
す
。

35vol.

4県県民くらし課　☎0742‐27‐8730　6０７４２‐２7‐9574　8www.pref.nara.jp/58749.htm

これから自転車通学を始めるみなさん

自転車に乗るときは
ヘルメットを忘れずに！
自転車に乗るときは
ヘルメットを忘れずに！
ヘルメットは大切な命を守ります

もしもの時に備えて自転車保険に加入しましょう！
県では条例により自転車保険への加入が義務となっています。
誰でも自転車事故の加害者になってしまう可能性があります。
もし事故の加害者になると、高額な賠償責任を負うことがあります。
万一の事故に備え、自転車保険に必ず加入しましょう。

シカメットくん

自転車事故では、頭部のケガで亡くなる人が約５割。また、自転
車に乗ってヘルメットをかぶっていないときの致死率は、
かぶっているときに比べて約１.９倍にもなります。
新入学などで、新たに自転車に乗る機会が多くなります。
自転車での通学や外出の際は、必ず自転車用ヘルメットを
かぶりましょう！！
最近は、帽子のようなおしゃれなヘルメットもあるので、ぜひお気
に入りを探してみてください！

ヘルメットと
保険で安心♪

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0

致死率（令和元年～令和5年）

約１.９倍

ヘルメットあり ヘルメットなし

しましょう！

県では条例により自転車保険への加入が義務となっています。

。また、自転
車に乗ってヘルメットをかぶっていないときの致死率は、

必ず自転車用ヘルメットを

最近は、帽子のようなおしゃれなヘルメットもあるので、ぜひお気

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0
ヘルメットありヘルメットあり

0.31％

（％）

シカメットくん

（令和元年～令和5年）

ヘルメットなしヘルメットなしヘルメットなし

ヘルメットと

致死率（令和元年～令和5年）

約１.９倍

ヘルメットあり ヘルメットなしヘルメットなしヘルメットなしヘルメットなしヘルメットあり

0.31％

0.57％

そ
が
の
う
ま
こ

石舞台古墳は古墳時代までの
古墳の様式が飛鳥時代に入って
変わり始めたことを示します。

♪

ここに
注目！
ここに
注目！
ここに
注目！

かつて権力を象徴した前方後円墳でしたが、東アジアとの
交流の影響による政治体制の変化に伴い、古墳の形態も
変化していきました。

東アジアとの関係

横穴式石室や石棺を採用した古墳時代の名残がある
一方、中国の皇帝陵を参考にしたと考えられる方墳が採用
されています。

新旧の融合
せっかん

至
飛鳥駅

※頭部の保護が重要です～自転車用ヘルメットと頭部保護帽～
 （警察庁交通局HP）を基に作成
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4県警察本部生活安全企画課　☎0742‐23‐0110

インストールはこちらから

※別途通信料がかかります。

ナポリスナポリス奈良県警察
安全・安心アプリ

今どこ？ ここだよ

事前にメンバー登録すれば現在地
情報を送ることができます。アプリ
を起動した最終日時もわかるので
安否確認にもなります。

今ココ

マナーモードでも音が鳴る防犯ブ
ザーの機能を搭載。事前に設定して
おけば、ブザーを鳴らしたときに自動
で家族へ位置情報を通知できます。

防犯ブザー

あなたの「安全」に役に立
つ！

大切な家族へ「安心」を
届ける

無料アプリなのに盛りだくさん！
主な機能紹介

ナポリスは、令和７年３月１日にリリース１周年を迎え、インストール件数は３万件を超えています。
今後も、県民の皆さんの安全・安心に役立つ機能・情報の充実を目指していきます。
まだ、インストールされていない方は、ぜひこの機会にインストールしてください。

闇バイト・特殊詐欺・不審者情報などの発生情報や、
被害を防ぐために必要な防犯対策に関する情報がタイムリーに入手できます。

ウォーキングしながら
見守りパトロール

パトロール

警部

Rank up!

活動量に応じて
階級が上がる！

マップ
犯罪・不審者・交通事故などの発生
場所や内容を地図で確認でき、マイ
エリアに設定した地域の情報はプッ
シュ通知で届きます。

近くに泥棒が
入ったみたい。
戸締りに

気をつけよう！

防犯ブザー
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いつでも どこでも 事前手続き不要
メリット

スマートフォン決済アプリ

4県税務課　☎0742‐27‐8364　60742‐26‐3674

スマートフォン決済アプリで読み取って
簡単に納付できます。

県では納税者の皆さんの利便性向上のため、さまざまな納付手段を
用意しています。ぜひご利用ください！

自動車税種別割・個人事業税は口座振替が利用できます。それぞれ一度の手続きで納期限の日に自動引落
されます。手続きに一定の期間が必要なため、申込時期によっては次回の納付分から振替開始となります。
※自動車税種別割（新規手続き分）については、次年度分（令和8年度分）からの振替開始となります。

口座振替も利用できます

「地方税お支払サイト」で納付できます。
※納付額に応じて別途システム利用料が必要です。

メリット
スマートフォン決済アプリ

県では納税者の皆さんの利便性向上のため、さまざまな納付手段を

メリット
スマートフォン決済アプリ

県では納税者の皆さんの利便性向上のため、さまざまな納付手段を
用意しています。ぜひご利用ください！

簡単！ 便利！ スピーディー！

対応へキャッシュレスキャッシュレスキャッシュレス

各県税事務所・自動車税事務所窓口では 納付できません。
現金での納付は、コンビニエンスストア、金融機関窓口やATMをご利用ください。

キャッシュレス納付にご理解・ご協力をお願いします。

いつでも どこでも 事前手続き不要
メリット

インターネットバンキングインターネットバンキング
いつでも どこでも

メリット

クレジットカード

「地方税お支払サイト」から、対応金融機
関のインターネットバンキングで納付で
きます。
※ご利用の金融機関によっては、取扱時間に制限・事前
準備などが必要な場合があります。

県税
も

eLマークがある
納付書で！

eLマークがある
納付書で！

eLマークがある
納付書で！

eLマークがある
納付書で！

地方税お支払サイト 検索

パソコンやスマートフォンなどからインターネッ
トを利用して地方税を納付できるシステムで、
eLマークがある納付書について利用できます。
複数の納付書をまとめて納付したり、納付状況
の確認などが可能です。
対応しているスマートフォン決済アプリ一覧
（28種類：R7年3月時点）など、詳しくは下記へ。

「地方税お支払サイト」って？

県税の納付方法について詳しくは 奈良県税　納付 検索

※ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

ＱＲコードがある
納付書で！

ＱＲコードがある
納付書で！
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おでかけ

県の文化施設イベント情報
※イベント期間中においても休館日があります。
　イベントについて詳しくは各館HPをご覧ください。

県立図書情報館(奈良市大安寺西1‐1000) 
藤井博信写真展 ぶらりと鉄道写真旅
24月1日（火）～20日（日）
図書館劇場XX第1幕
25月25日（日）
県立美術館(奈良市登大路町１０‐６)
企画展「新・古美術鑑賞 いにしえを想いて愛せる未来かな」
24月5日（土）～5月18日（日）
学芸員と巡る単眼鏡ツアー
24月12日（土）・5月11日（日）
ワークショップ「令和の屏風歌会」
2❶4月19日（土）　❷5月3日（祝）
美術講座「日本美術の鑑賞史
ー室町・安土桃山時代を中心にー」
24月26日（土）

ギャラリー企画「伝統文化の現在 荒井恵子
いろいろのいろ墨のいろ～奈良の100の墨をめぐって」
24月5日（土）～5月18日（日）
アーティストトーク「対談：今日の墨表現」
24月5日（土）
体験イベント「墨玉から墨づくり～墨の話～」
25月10日（土）

橿原考古学研究所附属博物館(橿原市畝傍町５０‐２)
令和7年度春季特別展「王陵 桜井茶臼山古墳」
24月19日（土）～6月15日（日）
なら歴史芸術文化村（天理市杣之内町437‐3）
特別公開「修理完成記念 野迫川村平区の仏像」
24月19日（土）～6月1日（日）

24月5日（土）～13日（日）
いずれも10時～17時

1県営馬見丘陵公園(広陵町・河合町)
色とりどりのチューリップや水色が人気
のネモフィラが共演。見頃が重なればサ
クラも楽しめます。
期間中は、地元から出店の飲食・物販イ
ベントも開催します。また抽選でフラ
ワーギフトが当たるインスタキャンペー
ンも行います。

4県中和公園事務所
☎0745‐56‐3851

8www.pref.nara.jp/1780.htm

はるいろマルシェ
子ども参加可無料¥0 申込不要 多目的トイレ 授乳室

24月5日（土）～
3月末まで3ルートで運行していた
「ぐるっとバス」は、ルートや運賃な
どを変更し、4月より新たに「奈良公
園ぐるっとバス」として土曜・日曜・
祝日を中心に運行します。
近鉄奈良駅～東大寺大仏殿～若草山麓～春日大社～なら
まちをぐるっと巡ります。運賃は1乗車250円。お得なチケッ
ト「奈良公園・西ノ京世界遺産1-Day Pass」も利用可能です。
ぜひ「奈良公園ぐるっとバス」で、奈良公園周辺の観光をお
楽しみください。詳しくは下記ＨＰへ。
4県奈良公園室
☎0742‐27‐8036

8www.nara-access-navi.com

「奈良公園ぐるっとバス」運行開始

募　集

フードクリエイティブ学科
2❶4月19日(土)
❷5月6日(振休)
いずれも10時30分～14時20分

1NAFIC安倍校舎(桜井市)
アグリマネジメント学科
2❸5月11日（日）

13時30分～15時30分
1NAFIC池之内校舎(桜井市)

3下記HPから。
【申込締切】❶4/14 ❷5/1 ❸5/7
4NAFICフードクリエイティブ学科  ☎0744‐46‐9700

アグリマネジメント学科  ☎0744‐47‐3430
8www3.pref.nara.jp/nafic

なら食と農の魅力創造国際大学校(NAFIC)
オープンキャンパス開催 多目的トイレ無料¥0

Nara for Culture 
～ムジークフェストなら2025～
有料公演チケット販売が4月1日からスタート!
5月1日から始まるムジークフェストなら。
今年は世界を代表するカウンターテナー藤
木大地と名手ぞろいのピアノ五重奏による
室内楽や、奈良市出身の若手ヴァイオリニ
スト岩谷弦をソリストに迎えた関西フィル
公演など、上質なコンサートが目白押し!
上記公演以外にも魅力いっぱいのコン
サートが盛りだくさんです。公演やチケッ
トなど詳しくは下記ＨＰから。また、公式ガイド
ブックは県庁、各市町村役場、県内文化施設、南
都銀行などで４月上旬より無料配布。
4ムジークフェストなら2025問合せ窓口（6/8まで）
☎050‐3355‐3077（10時～17時、日曜・祝日除く）

8www.naraken.com/musik
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※4月1日より無料バスの運行日・運行時刻を改定しています。運行欄をご確認ください。(●：通常便 ★：ナイター便あり)

運行 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4月
4県営競輪場 ☎0742‐45‐4481 0平城駅から西へ約700m ※大和西大寺駅北口から無料バス運行

デ
イ

ナ
イ
タ
ー

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

平塚 前橋

青森佐世保

岸和田 伊東温泉 松阪
玉野
西日本C

開催日程
奈良競輪 車券は電話やインターネットでも購入可▶本場開催  ■ＧⅠ・ＧⅡ  ■ＧⅢ・ＧⅢナイター　■FⅠ ■FⅠナイター

■FⅡ  ☀モーニング  　ミッドナイト　♥ガールズ

高知 武雄
豊橋 取手

熊本 福井

静岡
ジャパンC 名古屋

日本選手権
競輪

岐阜♥
オールガールズ
クラシック

川崎

オッズパーク杯 10時開門10時開門
奈良 FⅡ☀

令和9年春に奈良県で開催する第７７回全国植樹祭の大会
テーマを募集中です。最優秀賞は全国植樹祭の広報に活用
します。ぜひご応募ください。令和7年夏頃からはテーマに
基づくシンボルマークも募集予定です。
●最優秀賞（１点）
賞状および賞金５万円と奈良県産木材製品を贈呈

●優秀賞（３点程度）
賞状および賞金１万円と奈良県産木材製品を贈呈

3詳しくは下記HPから。5/13締切。
4県森林環境課
☎0742‐27‐8119

8www.pref.nara.jp/68196.htm

全国植樹祭大会テーマの募集

奈良県循環型社会推進協議会委員の募集
3R（リデュース、リユース、リサイクル）の推進に向け、県民
の立場から意見や提案をいただける人(2人)を募集しま
す。委員選考は書面審査にて行います。任期は7/1から2年
間。報酬および交通費の支給あり。詳しくは下記ＨＰへ。
3郵送・持参・FAXで住所･名前･年齢･性別･職業･電話番
号･レポート(テーマ｢循環型社会の構築に向けて～私に
できること～｣､A4横書き400～800文字程度）を下記
へ。4/30締切（必着）。

4県廃棄物対策課
☎0742‐27‐8746  60742‐22‐7482

8www.pref.nara.jp/18125.htm

令和７年度 高校生などへの修学支援制度
県では高校生などが安心して教育を受けられるよう、支援制
度を設けています。
❶就学支援金－国が授業料の全部または一部を支援
❷授業料等軽減補助－県が授業料や施設整備費などを支援
❸奨学給付金－住民税非課税世帯などを対象に授業料以外
の教育費負担を軽減するための給付金

❹奨学金－修学に必要な学費の一部を無利子で
貸与する制度

4在学する高等学校または
（公立）県学校支援課　   ☎0742‐27‐9859
（私立）県教育振興課　   ☎0742‐27‐8347
8【公立】www.pref.nara.jp/12733.htm
【私立】www.pref.nara.jp/54792.htm

【公立】

【私立】

24月10日（木）・24日(木)いずれも15時～17時
1県奈良総合庁舎(奈良市)
弁護士、労働組合役員、企業役員などの経験豊富な委員が、
三者一組となり、公正･中立な立場で解雇や賃金問題、パワ
ハラなど労働に関するトラブルの相談に応じます。1人30分
程度。要予約（先着）。5月以降の開催日など、詳しくは下記
HPへ。
【対象】県内在住または在勤の労働者と県内に事業所のある

事業主
3詳しくは下記HPから。開催日の前々日14時締切。
4県労働委員会事務局
☎0742‐20‐4431

8www.pref.nara.jp/46104.htm

労働相談会 無料¥0

2５月１０日（土）・１１日（日）ほか
1県立橿原公苑・奈良県社会福祉総合センター（橿原市）ほか
健康寿命日本一を目指し、シニアを対象としたソフトボール
やグラウンド・ゴルフなどのスポーツ19種目と、将棋など文
化3種目の交流大会を開催します。
3詳しくは下記から。
4奈良県社会福祉協議会 すこやか長寿センター
☎0744‐29‐0120  60744‐29‐0121

8nara-shakyo.jp/pages/127

ならシニア元気フェスタ参加者募集

相 談

奈良県に住む外国人の生活相談窓口
な ら  けん す がい こくじん せいかつそうだんまどぐち

2月曜～金曜、日曜（祝日・年末年始を除く）
各日9時～17時（対面・電話・Web）

くらしの悩みなどを予約なしで相談できます。秘密は守ります。
多言語での対応が可能です。４月から日曜も開所します
（土曜はお休みです）。橿原市での出張相談もしています。
詳しくは下記二次元コードへ。

1・4県外国人支援センター（奈良市）
☎0742‐81‐3420

8www.pref.nara.jp/31742.htm

けんがいこく じん　し　えん な　ら　し

たい めんかく じつ じ じ でん  わ

げつ よう きん よう にち よう しゅくじつ ねん まつ ねん し のぞ

に  じ げんか　きくわ

かし はら  しど よう やす しゅっちょうそうだん

なや よ やく そうだん ひ みつ まも

たい おう か のう がつ にち よう かい  しょた　げん  ご

無料¥0

掲載内容は3月●日時点のものです。

16県民だより奈良  2025年4月号

インフォなら2日時  1場所  3申し込み  4問い合わせ  8ホームページ  7Eメール

印のある問い合わせ先の所在地 ： 奈良県庁 〒630‐8501 奈良市登大路町30番地



奈良県の推計人口（令和7年2月1日現在）

601,897人
679,033人

総数1,280,930人
     （対前月－1,602人）

問い合わせにFAX番号の記載がない場合は
県広報広聴課 60742‐22‐6904で取り次ぎます。

男性

女性

奈良県公契約条例の改正制度説明会
2❶５月２1日(水) ❷５月２７日(火) 

いずれも14時～15時（受付13時30分から）
1❶県郡山総合庁舎（大和郡山市）
❷県橿原総合庁舎（橿原市）

奈良県公契約条例の理念に基づき、社会的な価値の実現を
推進するため、令和７年度から特定公契約の業者選定時に
「奈良県ＳＤＧｓ企業認証」の取得者を加点評価する「総合力
評価コース」の新設などを行います。これに伴い、制度の見
直し内容についての説明会を開催します。
3詳しくは下記ＨＰから。
4県会計局総務課
☎0742‐27‐8906

8www.pref.nara.jp/64609.htm

無料¥0

2４月上旬
４月上旬にかけて境内にある桜
が満開を迎えます。中でも高さ
約15mの天竺渡来大釈迦如来
石像は衣をまとっているかのよ
うな姿を見せてくれます。開花
期間中は夜間拝観も実施。ライトアップされる壷阪大仏と
桜を一緒に楽しむことができます。4月20日まで約４,５００
体の雛人形も展示していますので、ぜひお越しください。
参拝の際は混雑が予想されます（開花期間中駐車場は要
予約）。詳しくは下記HPへ。
1・4壷阪寺（高取町壷阪）　☎0744‐52‐2016
8www.tsubosaka1300.or.jp

高取町 壷阪寺の桜大仏

てん じく   と  らい だい しゃ  か にょ らい

せき ぞう

2開催中～5月９日(金)
吉野川で優雅に泳ぐこいのぼり
を眺めながら河川敷を散歩しま
せんか？使わなくなったこいの
ぼりも募集しています。詳しくは
下記へ。
1吉野川河川敷（五條市五條）
4五條市産業観光課 ☎0７４７‐２２‐４００１

五條市 吉野川のこいのぼり

2４月６日（日）～８月３１日(日)
野迫川村では４月６日にアマゴ
釣りを解禁します。各券の販売
期間は以下のとおりです。
解禁日特券 4,000円（４/６のみ）
当日券 3,000円（４/７～８/３１）
年券　 7,500円（４/７～８/３１）
遊漁券販売サイト「フィッシュパス」でも、遊漁券の購入、
釣り場情報の確認ができます。詳しくは下記へ。
4野迫川村漁業協同組合 ☎０７４７‐３７‐２１０１

野迫川村 アマゴ釣り解禁!

2４月５日(土)・６日(日)10時～16時
(６日は15時30分まで)

春の風が包み込む旧柳生藩陣
屋跡を舞台に、太鼓や歌声が響
き渡ります。柳生に伝わる伝統
の味や手作りの品に出会うこと
ができるきづな市や、甲冑を身
にまとった柳生鉄砲隊による火
縄銃の発砲など、たくさんの催し物が披露されます。
1旧柳生藩陣屋跡、柳生公民館(奈良市柳生町)
4柳生観光協会 ☎０７４２‐９４‐０００２
7yagyukanko@gmail.com

奈良市 第１７回 柳生さくら祭

試 験

2❶4月19日(土)または20(日) ❷5月10日(土)
❸6月28日(土)

1奈良県立病院機構医療専門職教育研修センター(奈良市)
奈良県立病院機構（奈良県総合医療センター･奈良県西和
医療センター･奈良県総合リハビリテーションセンター）に
勤務する看護師・助産師を募集します。詳しくは下記HPへ。
3郵送か持参で必要書類（下記で入手可）を下記へ。
【申請期間】❶4/2まで ❷4/9～21 ❸5/30～6/10

（各申請最終日の17時必着）
4奈良県立病院機構 法人本部事務局
〒630‐8581 奈良市七条西町2‐897‐5
☎0742‐81‐3400

8nara-pho.jp/recruit

奈良県立病院機構職員採用試験

お知らせ

令和７年 春の交通安全県民運動
24月6日(日)～15日(火)
今回の運動の重点は以下の３つです。
❶こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通
環境の確保と正しい横断方法の実践

❷歩行者優先意識の徹底とながら運転等の根絶やシートベ
ルト・チャイルドシートの適切な使用の促進

❸自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着
用と交通ルールの遵守の徹底

4県警察本部交通企画課
☎0742‐23‐0110
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市町村ガイド

24月12日(土)～２０日（日）10時～20時30分
※12日（土）・19日(土)はメインイベント開催
(開花状況により変更となる場合があります)

春の暖かい陽気の中、満開の芝
桜を楽しめるイベントです。キッ
チンカーの出店やステージイベ
ント、夜間には芝桜のライトアッ
プを行います。ぜひお越しくだ
さい。
1道の駅かつらぎ多目的広場(葛城市太田)
4葛城市企画政策課
☎0745‐44‐5016

葛城市 芝桜まつり

24月18日(金)15時～
大台ヶ原ドライブウェイが4月
18日（金）15時より開通します。
ドライブウェイの途中には展望
台もあり、山や青い空、木々の芽
吹きなど、春の自然の景色を楽
しむことができます。ぜひお越し
ください。
1大台ヶ原（上北山村小橡）
4上北山村企画政策課 ☎07468‐2‐0002

上北山村 春の大台ヶ原

こ  とち

木々の淡い黄緑色から深緑への
変化が、一番きれいに見える季
節の到来。爽やかな空気を感じ
ながら、美味しいものを食べて
癒されに来ませんか？ガイドの
しだちゃんと歩く「シダさんぽ」
やネイチャーガイドの丸毛さんといく「森林さんぽ」など
も開催します。
3右記二次元コードまたは電話で下記へ。
4（一財）かわかみ源流ツーリズム
☎0746‐52‐0333（水曜定休）

川上村 ひとめぐりかわかみ
春の体験プログラム

まる   も

24月29日(祝)10時～15時
ハイキングや「自然」にスポット
を当てた各種体験コーナーなど
楽しく天川村の大自然を満喫で
きる催しが目白押し!親子で参
加できるアメノウオの釣り大会
やつかみ取りも開催します。ぜ
ひお越しください。
1洞川エコミュージアムセンター(天川村洞川)
4天川村総合案内所 ☎0747‐63‐0999
天川村企画観光課 ☎0747‐63‐0321

天川村 名水まつり

曽爾村には村の各地区によって
つくられた地域イノベーション商
品があります。玄米珈琲(太良路
地区）、柚子胡椒・柚子ポン酢・
柚子シロップ(小長尾地区)、漆
工芸品(塩井地区)などがあり、
オンラインストアでも販売しています。詳しくは下記ＨＰへ。
4そにのわの台所katte　☎0745‐88‐9824
8soninowa-marche.shop-pro.jp

曽爾村 曽爾村の地域
イノベーション商品

た　 ろ　 じ

こ　なが  お

しお い 

24月29日(祝)9時30分～15時(雨天中止)
※時代行列は11時～

平群ゆかりの歴史人物が練り歩
く時代行列は必見!平群駅前に
ずらりと模擬店が並び、キッチン
カーも出店します。各種ステー
ジイベントや平群の史跡を巡る
歴史ウォークなど、子どもから大
人まで楽しめるお祭りです。
1平群町総合文化センター周辺(平群町吉新)
4へぐり時代祭り実行委員会(平群町観光産業課内)
☎0745‐45‐1017

平群町 第14回 へぐり時代祭り

平群町HP

2４月２３日(水)9時30分～１4時(雨天決行)
毎年４月２３日に二上山へ登る年
中行事です。昔は二上山の山頂
でごちそうを食べ、五穀豊穣を
祈っていましたが、現在は山登り
を楽しみながら、清掃活動を行っ
ています。参加費無料。
1上ノ池横登山口(香芝市畑)
4香芝市商工観光課 ☎0745‐44‐3312

香芝市 岳のぼり
だけ

24月11日(金)・12日(土)10時～
ご神木である桜の満開を本尊
蔵王権現に報告する行事。奴行
列を先頭に金峯山寺の鬼、稚児、
山伏、僧侶、そして行列の最後は
管長猊下が乗られた大名籠と続
く、きらびやかな行列が竹林院
から蔵王堂まで練り歩きます。
1・4金峯山寺（吉野町吉野山）

☎0746‐32‐8371
8www.kinpusen.or.jp

吉野町 金峯山寺 花供懺法会
はな　  く　  せん　 ぽう　 え

やっこざ　おう ごんげん

かんちょうげい  か
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一 念 通 天知事コラム

私たちの生活に一日たりとも欠かせない上下水道。自由に使えるのが当たり前という感覚
を持ってしまいがちですが、その自由を維持するのは実は簡単ではありません。埼玉県八潮
市で道路が大きく陥没した事故では、まだ転落したトラック運転手の方が見つかっておりま
せん（R7.3.7時点）が、この事故は下水道管の老朽化が原因とされています。県でも緊急点
検をしたところ、下水道管が埋設されている2つの地点で小規模な空洞が見つかり、すぐに
補修工事を行いました。県の下水道施設では、大和郡山市と広陵町等に終末処理場が4カ
所ありますが、施設が老朽化しており計画的に更新を実施しています。
市町村が管理する上水道施設も同様です。奈良県は40年の耐用年数を超える古い上
水道管の割合が全国平均より4％ほど高く、計画的に管の更新をしていく必要に迫られて
いました。こうした課題に対応するため、昨年11月、奈良県及び26の市町村が参加して奈良県広域水道企業団が
設立され、国からの交付金に加え、県からも独自の財政支援をして、順次、管や浄水場等の更新をしていくことに
なりました。
自由に使える上下水道を維持していくため、県と市町村が協力して課題解決に邁進していきます。

vol. 20
上下水道施設の老朽化への対応が急務です

「一念通天」とは、強い信念を持って努力をすれば、
どんなことでも成し遂げられるという意味です。

いちねんつうてん

奈良県知事　

　成年後見制度とは、障害や認知症などによって契約や各種
手続きを一人で決めることに不安や心配のある人に、成年後
見人がお手伝いする制度で、それまでの禁治産制度にかわ
り平成12年に導入されました。
従来の制度では、判断能力が不十分とされる人に対して、

「財産を治めることを禁じられた者」と認定された人やその財
産を保護する制度でしたが、後見人が意思決定を行う仕組み
となっていたことや財産保護の観点が強かったため、基本的
人権である自己決定権が軽視されてしまうこともありました。
　それらの課題を踏まえ、成年後見制度は「本人保護」と「自
己決定権の尊重」の調和を目指す制度とされ、家庭裁判所へ
の申し立てにより後見人が選任される「法定後見制度」と、将

来に備えて事前に後見契約を結ぶ「任意後見制度」の
２つの制度が導入されました。
　身近に頼れる親族などがいない高齢の人でも、この
制度を活用することで安心して自分らしい暮らしを続
けていくことができます。
　それぞれの制度で必要な手続きや要件が異なりま
すので、詳しくはお住まいの市町村や地域包括支援セ
ンター、社会福祉協議会などにご相談ください。

成年後見制度を知っていますか

毎月11日は人権を確かめあう日

てんいち先生 ひかりちゃん

人権 コーナー

今月のポスター

葛城市立新庄北小学校3年

北井　姫羅さん
きた  い き   ら

五條市立五條東小学校3年

岸本　帆加さん
きし もと ほの  か

※学校名・学年は作品制作時のものです。

きん  ち さん

ならどっとＦＭ
（78.4MHz）
毎週月・木曜
 11:15～

［再］18:20～

FM五條
（78.0MHz）
毎週月・木曜 
11:30～

［再］18:00～

FMハイホー
（81.4MHz）
毎週月・木曜 
13:00～

［再］翌日13:00～

FMヤマト
（77.5MHz）
毎週月・木曜 
11:55～

［再］18:55～

FMまほろば
（79.5MHz）
毎週月・木曜 
10:55～

［再］16:55～

まるごと
奈良県

奈良県
公式

奈良県
公式

Facebook X LINE 奈良県広報担当
VTuber
『奈々鹿』

4県広報広聴課
☎0742‐27‐8325
60742‐22‐6904

県庁舎食堂（奈良市）
県立図書情報館（奈良市）★

県橿原総合庁舎（橿原市）★
吉野町中央公民館（吉野町）★

県産業会館（大和高田市）★
市町村会館（橿原市）

県政ラジオ番組 ～県政NEWSな
ら～ SNS

★印のある場所および県庁舎屋上階には、専用用紙で県政に関してのご意見・ご提案をお寄せいただく「県政
ポスト」も配置しています。

県の情報はこちらでもご覧いただけます

県民お役立ち
情報コーナー 

パンフレットなどを配置しています
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